
日本フェンシング協会
中期計画資料（2023年～2025年）
23年度版
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はじめに

本中期計画は、中⾧期の協会運営の指針となるべきものであり、ガバナンス・コードにおいても策定・
公表が要請されているものである。

現状では強化予算の占める割合も多く、複数年にわたり影響を及ぼすことから、オリンピック半年前に
は修正し、その後４年間の強化計画（コーチ契約）を含め理事会にて承認を得ることをローリング策と
して想定している。

その他、単年度ごとに大幅修正・見直しの必要性があれば修正及び公表することが望まれる。

2



項目

３.日本フェンシングブランドの確立.

２.スポーツの使命と目指すべき姿．

４.2023年度重点施策

1.日本フェンシングの現状．
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３.日本フェンシングブランドの確立.

２.スポーツの使命と目指すべき姿．

４.2023年度重点施策

1.日本フェンシングの現状．
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日本フェンシングの現状

強み・弱み、機会・脅威
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・メダルが取れる競技
・⾧い歴史
（オリンピック競技第１回から）
・グローバルな競技
・全国大会への近道
・ベテランの活性化

・指導者不足・活動環境の未整備
・道具が高い
・活動の中心がヨーロッパ（ルール・遠征）
・ルールが分かりにくい
・勝敗がわかりにくい
・顔（表情）が見えない
・セカンドキャリアが描きにくい
・フェンシング人口の減少

・指導者不足・活動環境の未整備
・道具が高い
・活動の中心がヨーロッパ（ルール・遠征）
・ルールが分かりにくい
・勝敗がわかりにくい
・顔（表情）が見えない
・セカンドキャリアが描きにくい
・フェンシング人口の減少

・オリンピック開催が近い
・少年スポーツからの育成が可能
・WCの日本開催

・オリンピック開催が近い
・少年スポーツからの育成が可能
・WCの日本開催

・学校数の減少
・部活動の衰退
・他競技の人気向上
・人口減少（少子化）

・学校数の減少
・部活動の衰退
・他競技の人気向上
・人口減少（少子化）

内
部
環
境

外
部
環
境
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6

競技参加のハードルが高く、指導者も少ないことに加え競技環境を整えにくいことからメジ
ャースポーツと比べ地域で普及しきれていない。また、ルールの分かりにくさや競技の面白
さが伝わりにくいことで、見る楽しさを十分に提供できていないことからファン層の拡大が
できていない。

＜課題2＞
ファン層の拡大

• ルールが分かりにくいため、初めて見る人に面
白さが伝わりにくい。

• フェンシングの浸透度が低いため、日本代表選
手の知名度が低い。

• 日本代表を応援する切っ掛けとなる機会が少な
い。

• そもそもフェンシングに触れる機会がない。

＜課題1＞
各地域での普及

• 競技参加のハードルが高く、地域で親しまれる
ような環境が整っていない。

• 指導者が少ないことや、学校部活動の衰退によ
り地域で競技に触れる機会が少ない

• 地域でのクラブ運営のノウハウがない。
• フェンシングをする魅力・強みをより多くの人
に伝えきれていない。

日本フェンシングの現状

課題
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一般 大学 高校 中学 小学以下 合計

2009 1,345 630 1,868 435 491 4,769

2010 1,365 623 2,206 471 523 5,188

2011 1,371 584 2,058 597 542 5,152

2012 1,363 646 2,238 590 536 5,373

2013 1,409 705 2,360 650 575 5,699

2014 1,396 722 2,330 682 626 5,756

2015 1,213 768 2,292 676 545 5,494

2016 1,269 805 2,363 692 615 5,744

2017 1,286 842 2,598 760 668 6,154

2018 1,281 856 2,467 782 725 6,111

2019 1,265 824 2,361 771 807 6,028

2020 792 591 1,402 585 591 3,961

一般10,000円、大学生7,000円、高校生4,000円、中学生2,500円、小学生2,000円

2020年の新型コロナ感染症により、競技の中止や部活動が休止となり登録者数は激減。しか
しながら、それ以前より一般の登録は減少してきており、中高校生の増加以外は殆ど横ばい
状態となっている。1980年代には約12,000人と言われていたフェンシング人口から大きく減
少している。

日本フェンシングの現状

フェンシング人口の減少

7



３.日本フェンシングブランドの確立.

２.スポーツの使命と目指すべき姿．

４.2023年度重点施策

1.日本フェンシングの現状．
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スポーツの使命と目指すべき姿

21世紀のグローバル課題とスポーツの使命（JSPO引用）

「スポーツ宣言日本」と課題

１，公正で福祉豊かな地域生活の創造に寄与する
２，環境と共生の時代を生きるライフスタイルの創造に寄与する
３，平和と友好に満ちた世界を築くことに寄与する

スポーツの21世紀的価値を具体化し、実践することで、本宣言に言うスポー
ツの使命は達成される

本宣言では、スポーツに携わる者に求められることについて以下のように述べている。
『スポーツに携わる者は、＜中略＞スポーツの有する本質的な意義を自覚し、それを尊重し、表現す
ること、つまりスポーツの21世紀的価値を具体化し、実践することによって、これらの使命を達成す
るべきである。その価値とは、素朴な運動の喜びを公正に分かち合い感動を共有することであり、身
体能力を洗練することであり、自らの尊厳を相手の尊重に委ねる相互尊敬である。遍く人々がこのス
ポーツの21世紀的価値を享受するとき、本宣言に言うスポーツの使命は達成されよう』
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スポーツの使命と目指すべき姿

スポーツの21世紀的価値

●素朴な運動の喜びを公正に分かち合い感動を共有すること

●身体能力を洗練すること

●自らの尊厳を相手の尊重に委ねる相互尊敬
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「我が国におけるフェンシング競技を統括する唯一の団体として、フェ
ンシング競技を通して国民の心身の健全な発達に寄与すること」

という日本フェンシング協会設立の目的を実現し続けるため、「突け,心を」を協会ス
ローガンに掲げ、スポーツの21世紀的価値を具体化し日本フェンシングのあるべき姿
を目指す。

スポーツの使命と目指すべき姿

協会設立目的とスローガン
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多くの人々がフェンシングを通じて、感動や面白さを共感し

人生をより豊かにすることを目指します。

●騎士道精神に則り、人間力の向上に努めます。

●フェンシングをより身近なスポーツにします。

●地域社会の発展に貢献し、共に未来を創造します。

スポーツの使命と目指すべき姿

日本フェンシングの目指すべき姿
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３.日本フェンシングブランドの確立.

２.スポーツの使命と目指すべき姿．

４.2023年度重点施策

1.日本フェンシングの現状．
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日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

競技人口の
増加

意識醸成 競技力強化 発信力強化
ファンの

拡大

財政基盤の
強化

・経験者の競技継続
（特に30代後半の経
験者、未経験者の協
議参加機会を増加さ
せる）

・未経験者の拡大
・競技に触れる機会
の増加

・競技の面白さに触
れる機会の増加

・地方での競技活性
化（地域連携）

・競技開始ハードル
の低下

・会員特典の付与
（情報）
・クラブの増加
・環境整備

・コンプライアンス
・多様性
・スポーツの21世紀
的価値の具現化

①運動の喜びを公正
に分かち合い感動
を共有する

②身体能力を洗練す
る

③自らの尊厳を相手
の尊重に委ねる相
互尊敬

・セカンドキャリア
への準備

・国際大会でのメ
ダル獲得

・ミニムからシニア
までの一貫した育
成計画

・自己目標と目標実
現に向けた自己マ
ネージメント

・評価シートによる
選手育成

・選手選考の明確化
・指導者育成の強化

・戦略的広報の実施
・協会内外からの情
報発信

・企業や他スポーツ
団体とのコラボレ
ーションの実施

・競技の魅力発信
・多様化するメディア
の活用

・選手・協会の
キャラクター作り

①ESG運営の実施
②開かれた協会
③多様性への理解と
実践

・選手のキャラクタ
ー作り

・イベントの開催
・業界内外とのコラ
ボレーション

・会員登録システム
の改正

・会員限定の情報提
供

・賛助会員の活用
・スポンサーへのメ
リットの提供

・会員向けスポンサ
ーのコンテンツ作
成

・配信動画へのスポ
ンサーコマーシャ
ル

日本フェンシングブランドの確立

バリューチェーン
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持続可能な日本フェンシング界の発展のため、
地域との連携を深化し競技人口増加の基盤を構築すると共に、ファン拡大のための様々な取
り組みと、発信力を高め日本フェンシングブランドの構築と経営基盤の強化を進めます。

持続可能な
強化・育成の体制を築く3

持続性のある選手育成/強化の仕組みづくり
 継続的に選手を育成するための環境やノウハウを日本のメソッド
として構築し、指導者層の増強を図る。

競技人口/ファン人口を
増やす

（会員10,000目標）
1

ファンベース拡大と地域との連携深化
 地域に存在するフェンシング競技者/ファンと協力しつつ、
自治体や地域企業と連携して新たな競技者/ファンを増やしていく

発信力強化2
戦略的な広報活動や他競技とのコラボにより競技の魅力を発信する
 戦略的広報の実施/協会内外からの情報発信/企業や他スポー団体
体とのコラボレーション/発信メディアの多様化

経営基盤の強化４
ステークホルダーへのメリットの明確化と提供
会員登録システムの簡素化/会員限定の情報提供//スポンサーへのメ
リットの最大化

日本フェンシングブランドの確立

中期計画骨子
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強化

育成

会員獲得

スポンサー • スポンサー価値向上
• スポンサー向け会員コンテンツ
の開発/親和性の高いスポンサ
ーの発掘

• スポンサー価値の最大化に向け
たスポンサーとのタイアップ企
画の始動

• 会員登録メリットの構築 • 情報提供動画の限定配信 • 2C/2Bマーケティングの稼働

• 競技強化の中期計画の策定

• 指導メソッドの確立

• 指導者ライセンスの開始

• 属人的な指導からの脱却

• コーチ評価の仕組み/強化予算の進捗管理の徹底

• 選手の価値向上（人材育成）

ファン増加
• 分かりやすいフェンシングの魅
力の発信/選手・コーチの意識
醸成

• 選手、協会のキャラクターづくり/各所
でのイベント開催による競技に触れる
機会の提供

• 業界内外とのコラボレーション
によるファン層の拡大

競技人口/ファン人口を
増やす

（会員10,000目標）

発信力強化

持続可能な
強化・育成の体制を築

く

経営基盤の強化

競技人口増加 • 県協会との連携強化と地域での
クラブ活性化

• 県協会の競技普及体制の充実
化

• 地域における幅広いカテゴリ
ーでの競技会の開催

体制づくり

強化

• 協会内広報の体制再建 • 各メディアとの連携再構築/他団体との連携構築

• 発信メディアの拡大 • ターゲット別情報発信媒体の選定・実施/発信方法の検討・実施

2023年11月 2024年11月 2025年11月

日本フェンシングブランドの確立

中期計画重点施策
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３.日本フェンシングブランドの確立.

２.スポーツの使命と目指すべき姿．

４.2023年度重点施策

1.日本フェンシングの現状．
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2023年度重点施策

新型コロナウイルスの影響を受けた経営基盤を再構築するため、登録者数の
回復と競技人口増加に向けた地域連携の強化及びファン（スポンサー含む）
拡大に向けた体制作り

競技人口/会員の増加（会員10,000目標/2026年まで）の環境整備

1

２

ファンの拡大（スポンサーの獲得含む）

パリ五輪に向けたトップ選手の強化育成

3
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2023年重点施策

トップ選手の強化育成（案）

ト
ッ
プ
選
手
の
強
化
育
成

幅広い選手層からの
発掘

主観的・客観的な分
析による課題抽出と
その克服

コーチ評価制度の整
備

日本代表選手、候補選手の選出方法の再考
・WC、アジア選手権、世界選手権の候補選手の選定
・パリ五輪出場、メダル獲得に向けた幅広い層からの選手の発掘
・ジュニアからの起用

自己目標シート、評価シートの作成と運用
・客観的な評価による目標設定とそれを通じた、コーチとのコミュニケー
ションの活性化

・自身での課題抽出と克服に向けたKPIの設定

コーチの指導力向上に向けた評価制度の整備
・コーチ自身の指導スキルの向上
・日本代表の成⾧と次期コーチの育成に向けた評価設定
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2023年重点施策

競技人口の増加

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
増
加

経験者の競技継続/
未経験者の拡大

競技の面白さに触れ
る機会の増加
競技に触れる機会の
増加

競技開始ハードルの
低下

地方での競技活性化（地域連携）
クラブの増加→・地方へノウハウの提供（立上げ方法、運営方法の提供）

・指導者増加、指導者スキルアップへの環境作り
・多くの競技会の開催（ハードルの低い）試合運営ノウハウの提供
・ベテラン層（40代～）の活性化（生涯スポーツとして）

・大会時でのスマートフェンシングの活用
協会で購入→・イベントへの貸出し

・スポンサー企業での体験会（社内イベント等）の開催

競技開始ハードルの低下
競技開始のイニシャルコストが高い

→国内メーカーの活用
ルール・勝敗が分かりにくい→エペで普及強化
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2023年重点施策

競技人口の増加

会
員
増

会員登録システムの
改善

会員限定の情報提供

賛助会員の活用

会員登録の簡略化
・個人登録と団体登録との併用

現状は大会参加のための登録（高校１年生は未登録）
→・情報提供（アウトソーシングによる会員向け情報提供サービス）

選手、コーチ
・WCのファイナル動画の提供（解説、分析、レッスン等）
・指導者講習会開催時の受講権限の付与

フェンシングステークホルダーへの協力依頼
・会員を３,０００円に設定
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競技人口の増加に向けて、上記のターゲットにリーチするために地域との連携を強化し、地
域でのクラブの活性化、競技の活性化のできる環境を作りを推進し、子供だけではなく層の
薄い大人（一般）会員の増加を図る。

2023年重点施策

競技人口の増加
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2023年重点施策

ファンの拡大

未経験者/経験者

スポンサー

・選手・協会のキャラクター作り
・ESG運営の実施
・開かれた協会（ロゴ入り商品の販売）
・多様性への理解と実践
・選手のキャラクター（ビジュアル戦略）作り
・イベントの開催
・エペでの普及を強化し分かりやすいスポーツとしての印象作り

・スポンサーとの交流
・業界内外とのコラボレーション
・スポンサーへのメリットの提供（大会時のブース設置）
・会員向けスポンサーのコンテンツ作成
・配信動画へのスポンサーコマーシャル

フ
ァ
ン
の
拡
大
（
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
含

む
）
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フェンシングを楽しむコンテンツを作成しエペを全面的に押し出した普及活動を推進する。
見ることを楽しむファンの拡大やスポンサー獲得に向けた、協会の顔となるキャラクターの
創出と分かりやすいフェンシングの訴求を行う。

2023年重点施策

ファンの拡大
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ターゲット資料．
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ターゲットについて

人口推移①
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ターゲットについて

人口推移②（総務省統計局）
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